
 

 

東脊振小学校では 

縦割り活動のひとつと 

して、縦割り班でプラン 

ターに花を植え、交代 

で水やりなどを行う栽 

培活動を行っています。プランターは、子供達の

登下校の際、通る通路に置かれています。栽培

活動を通して、縦割り班での協力しながら、子供

達同志の関係を深めてほしいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、東脊振小では、朝 

のスキルタイムを週２回に増や 

し、音読、計算、漢字の反復 

学習に取り組んでいます。これは、読み書き計算の力を

つけることもですが、脳の活性化、集中力をつけることを

目標としています。全校で、がんばっています。 

 

 

４年生の総合的な学習 

で、様々な福祉体験を行 

っています。６日は、アイマ 

スク体験により、目の不自 

由な方の困り感と介助をすることの難しさを体感し

ました。貴重な体験だったと思います。 

をしました。多良正裕先生 

と松隈地区老人会の皆さんにお世話いただいて

茶畑での茶摘み体験をしました。子供達は、柔ら

かいお茶の葉を丁寧に摘み、その後は、茶揉み

体験も行い、お茶のいい香りを友達と一緒に味

わいました。故郷のよさを知る貴重な体験ができ

ました。松隈地区の皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

 令和５年７月１２日 文責 校 長 城戸 幸一 

 

 

 

 

 ７月５日、平和集会を行い 

ました。広島・長崎に原爆が 

投下されて７８年目の夏を迎 

えます。今、ウクライナで起こっている戦争のこと、広島や 

長崎で犠牲になった多くの人々のことを考え、戦争は遠い 

外国のことでも、遠い昔のことでもない。みんなが大人に 

なった時、平和な日本、平和な世界でいられるように、一 

人一人が平和の大切さと尊さをしっかり考え、自分のでき 

ることをやっていこう。そう、みんなが考えた時間でした。     
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「学校生活アンケート」（児童用）「いじめに

ついてのアンケート」（保護者用）「教師の指

導に関するアンケート」のご協力ありがとうござ

いました。「いやな思いをしたことがありますか・

いじめを受けていますか？」の結果は、右表の

とおりです。今回は、内容を精査せず児童が

嫌な思いをしたとの回答全てを数として挙げました。数が多いと感じられたかもしれませんが、いじめの早期発見

に活かすためです。その具体的内容は、嫌なことを言われた、仲間はずれ・無視、ぶつかられた、お金や物をか

くされた、いやなことをされた、こそこそ話などでした。いやな思いをしたと回答した児童には、担任が聞き取りを行

い、状況を確認し、解決を図っているところです。また、教師の指導に関するアンケートでは、「お子さん以外の児

童が、先生から体罰を受けているのを見た、聞いた」２件、「行き過ぎた指導ではないか」２件、「学校へのご意

見」２件がありました。そのご家庭には校長が電話等により、ご説明等させていただいているところです。今後も、

体罰はもっての外ですが、行き過ぎた指導とならないよう、職員一同気を付けながら、子供達の教育に携わって

いきたいと思います。また、何か気になることがあれば、ご連絡いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

いやな思いをしたこと

がありますか？ 

ある（受けて

いる） 

児童（保護者） 

受けたことがあるが、 

最近はされていない 

下学年（1～3年生） ３０件（１件） １件 

上学年（4～6年生） ２６件（３件） ５件 

７月１０日の大雨による臨時休校については、連絡がおそくなり申し訳ございませんでした。   各学年の水泳大会への応援は、暑い中、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童数 330名 Ｒ５-No.７


